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山田 晃氏所蔵

こ
の
絵
は
写
楽
の
作
品
中
最
も
地
味
な
絵

で
あ
り
な
が
ら
有
数
の
傑
作
と
い
え
る
。
そ

れ
は
寛
政
六
年
五
月
の
桐
座
の
狂
言
、
﹁
敵

討
乗
合
話
﹂
の
内
の
役
で
、
浪
人
し
た
上
貧

困
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
志
賀
大
七
︵
二
一
図
︶

の
た
め
に
殺
害
さ
れ
る
役
で
あ
る
が
、
そ
の

寂
し
い
疲
れ
た
不
運
な
生
活
を
送
る
造
酒
之

進
の
役
柄
の
境
遇
、
性
格
が
画
面
に
に
じ
み

出
て
い
る
。
着
物
は
濃
緑
で
、
た
だ
こ
れ
一

色
の
絵
と
い
っ
て
も
い
い
。
こ
の
地
味
な
着

物
に
対
し
て
や
つ
れ
た
、
月
代
の
の
び
た
、

鼻
の
下
や
あ
ご
の
薄
く
の
び
た
髭
、
う
つ
ろ

の
よ
う
な
眼
に
、
そ
の
や
つ
れ
が
如
実
に
感

じ
ら
れ
、
ま
さ
に
芸
質
の
物
凄
い
再
現
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
扇
子
を
も
っ
た
手
に
も

力
が
な
い
。
そ
こ
に
も
う
ら
ぶ
れ
た
浪
人
の

境
涯
が
感
じ
ら
れ
る
。

(

解
説

吉
田
暎
二
氏

抜
粋
)

尾
上
松
助
の

松
下
造
酒
之
進

東
洲
斉
写
楽

◎新署長に川瀬 宏氏

江東東税務署人事異動
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◎川瀬署長さんこんにちは

誌上インタビュー㌀㌀㌀㌀㌀㌀�
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ま
た
、
万
が
一
被
害
に
あ
わ
れ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
部
総
務
課
相
談
広
報
係
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江
東
都
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

に
せ
都
税
職
員
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

都
税
事
務
所
の
職
員
を
装
っ
て
、

個
人
情
報
を
取
得
し
た
り
、
金
銭

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

相
手
の
電
話
番
号
が
非
通
知
表

示
な
ど
、
不
審
に
感
じ
た
場
合
は

即
答
せ
ず
に
、
必
ず
一
度
電
話
を

切
り
、
左
記
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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◀行 事 予 定▶
	月
17日㈬ 無料記帳相談・税務相談 午前10時 法 人 会 館

決算法人説明会 午後�時 江 東 東 税 務 署
会 議 室

18日㈭ 理事会 午後�時30分 亀 戸 天 神 社
e-Tax推進協議会 午後�時30分 〃

支部長会 午後時 〃

10月
	日㈭ 健康講演会（参加無料）

内容：緑茶とがん予防〜がん予防作用を中心に〜
講師：浜松大学教授 小國伊太郎 氏

午後時 法 人 会 館

14日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午前10時 法 人 会 館

17日㈮ 地区別税法説明会（砂町地区） 午後�時 砂町文化センター

18日㈯ 社会貢献活動「まちをきれいに」 午前	時30分 江東区総合区民
セ ン タ ー

21日㈫ 地区別税法説明会（大島地区） 午後�時 江東区総合区民
セ ン タ ー

22日㈬ 税務研究部会 研修会
内容、講師とも未定

午後�時 法 人 会 館

23日㈭ 地区別税法説明会（亀戸地区） 午前の部 午前10時
午後の部 午後�時30分

カメリアプラザ
〃

※地区別税法説明会の内容は平成26年度税制改正。講師は江東東税務署担当官

11月
�日㈬ 源泉部会 研修会

内容：年末調整のしかた
講師：江東東税務署担当官・江東区役所担当官

午前の部 午前10時
午後の部 午後�時30分

法 人 会 館
〃

11日㈫ 平成26年度「税を考える週間」会員大会 午後時 亀 戸 天 神 社

12日㈬ 納税表彰式 午後�時 カメリアプラザ
ホ ー ル

13日㈭ 新設法人説明会 午後�時 江 東 東 税 務 署
会 議 室

14日㈮ 年末調整説明会
内容：年末調整のしかた
講師：江東東税務署担当官・江東区役所担当官

午前の部 午前10時

午後の部 午後�時45分

カメリアプラザ
ホ ー ル

〃

16日㈰ 史跡めぐりとウォーキング教室 午前10時 金町・柴又方面

19日㈬ 無料記帳相談・税務相談 午前10時 法 人 会 館

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になって下さい。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。 ☎03-3684-2303

平
成

年
度
﹁
税
を
考
え
る
週
間
﹂
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大
会
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案
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催
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�
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会

場

亀
戸
天
神
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参
集
殿

内

容
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�

部

記
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講
演
会
︵
午
後
�

時
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時
︶

演
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：
未
定

講
師
：
江
東
東
税
務
署
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川
瀬

宏

氏
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会
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︵
午
後
�

時

分
～
同
�

時

分
︶
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管内法人数 4,526社 法人会員数 1,889社 加入率 41.74％（平成26年月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／



と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、﹁
ま
ち
を
き
れ
い
に
﹂
の

社
会
貢
献
活
動
や
﹁
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
﹂
な
ど
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
江
東
東
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
離
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、

浅
草
税
務
署
総
務
課
長
に
配
置
換

え
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
と
短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
在
任
中
は
、
法
人
会

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に
支

え
ら
れ
、
無
事
職
責
を
果
た
す
こ
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勤
務
、
ま
る
で
工
場
の
三
交
代
の

工
員
の
ご
と
く
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら

余
年
を
経
、
現

40

在
で
は
、
全
国
�

�

�

税
務
署
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
り
、
国
税

総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
︵
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ

ス
テ
ム
︶
に
よ
る
国
税
内
部
事
務

等
が
職
員
の
眼
の
前
に
あ
る
Ｐ
Ｃ

か
ら
素
早
く
処
理
が
で
き
る
時
代

に
変
わ
り
、
国
税
の
事
務
運
営
に

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
納
税
者

の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
ｅ
-

Ｔ

ａ
ｘ
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
早

や

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10私
は
、
税
務
人
生
の
約
半
分
を

こ
の
国
税
の
機
械
化
に
従
事
で
き

た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
し
、
ま
た
、
最
後
に
﹁
歴
史

取
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
貴

法
人
会
の
活
発
な
活
動
、
熱
意
に

対
し
ま
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
魅
力
あ
る
事
業
活

動
を
一
層
活
発
に
展
開
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社

団
法
人
江
東
東
法
人
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
お
別
れ

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
�

年
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

務
課
長
に
は
東
京
国
税
局
課
税
第

一
部
個
人
課
税
課
課
長
補
佐
か
ら

大
澤
由
美
子
氏
が
、
法
人
課
税
第

�

部
門
統
括
官
に
は
麻
布
税
務
署

法
人
課
税
第
�

部
門
統
括
官
か
ら

會
田
美
千
子
氏
、
法
人
課
税
第
�

部
門
統
括
官
に
は
東
京
国
税
局
査

察
部
査
察
総
括
第
二
課
か
ら
雨
宮

功
氏
、
審
理
担
当
官
に
は
茂
原
税

去
る
�

月

日
付
で
税
務
署
の

10

定
期
異
動
が
あ
っ
た
。

署
長
に
は
関
東
信
越
国
税
局
沼

田
税
務
署
長
か
ら
川
瀬
宏
氏
、
総

新
署
長
に
川
瀬

宏
氏

川 瀬 署 長

爽
秋
の
候
、
公
益
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
本
年
�

月
の
定
期

人
事
異
動
で
、
江
東
東
税
務
署
を

最
後
に
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
�

月
に
江
東
東
税
務
署
へ

着
任
し
て
以
来
、
松
本
会
長
を
は

じ
め
、
役
員
・
会
員
の
皆
様
方
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

お
陰
様
で
無
事
職
責
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和

年
、
あ
さ
ま
山

47

荘
事
件
、
沖
縄
本
土
復
帰
の
年
に

国
税
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
新

宿
区
若
松
町
の
税
務
大
学
校
東
京

研
修
所
に
入
所
入
寮
し
ま
し
た
。

そ
の
後
約

ヶ
月
の
研
修
生
活
を

15

終
え
、
最
初
の
配
属
先
が
東
京
国

税
局
総
務
部
事
務
管
理
課
で
あ
り

ま
し
た
。

当
時
は
昭
和

年
前
後
か
ら
国

40

税
事
務
の
機
械
化
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
時
代
で
、
私
は
、
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
夜
間

と
伝
統
と
下
町
人
情
溢
れ
る
街
﹂

そ
し
て
﹁
輝
か
し
い
伝
統
を
も
つ

江
東
東
法
人
会
﹂
の
皆
様
と
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

江
東
東
法
人
会
は
、
永
年
に
渡

り
税
知
識
の
普
及
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
﹁
ま
ち
を
き
れ
い
に
﹂

や
﹁
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
﹂
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動

に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
、
会
員
企

業
及
び
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
税
を
考
え
る
週
間
や
ｅ
-

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
促
進
に
積
極
的
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

緑
川

美
千
代

退
任
の
ご
挨
拶

前
署
長

野
田

俊
樹

務
署
管
理
運
営
第
�

部
門
か
ら
津

田
吉
康
氏
が
着
任
さ
れ
た
。

野
田
署
長
は
ご
勇
退
さ
れ
、
矢

野
総
務
課
長
は
東
京
上
野
税
務
署

総
務
課
長
へ
、
緑
川
法
人
課
税
第

�

部
門
統
括
官
は
浅
草
税
務
署
総

務
課
長
へ
、
川
畑
法
人
課
税
第
�

部
門
統
括
官
は
国
税
庁
長
官
官
房

総
務
課
課
長
補
佐
へ
、
矢
澤
審
理

担
当
官
は
東
京
国
税
局
調
査
第
四

部
調
査
第

部
門
に
転
勤
さ
れ
た
。

45

スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけるようになりました。
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▼
﹁
自
治
体
の

半
数
が
人
口
減

に
よ
る
消
滅
危

機
﹂
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
た
。
対

策
の
ひ
と
つ
は
子
育
て
支
援
だ
が
、

自
治
体
で
な
く
と
も
、
子
育
て
世

代
へ
の
応
援
は
誰
に
で
も
で
き
る
。

▼
以
前
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て

入
っ
て
き
た
若
い
お
母
さ
ん
に
文

句
を
言
っ
た
り
、
し
か
め
っ
面
を

す
る
人
を
電
車
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中
で
見
か
け
た
。
そ
う
い
う
人

は
、
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
周
囲
に

一
切
迷
惑
を
か
け
ず
に
育
っ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。

▼
日
本
に
は
泣
き
相
撲
と
い
う
神

事
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
国
は
本

来
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
大
き
な
泣

き
声
は
邪
気
を
払
う
縁
起
の
良
い

も
の
と
す
る
よ
う
な
、
子
供
を
皆

で
大
切
に
育
て
る
社
会
な
の
だ
。

街
行
く
人
々
が
そ
う
い
う
気
持
ち

で
接
す
れ
ば
、
子
育
て
を
す
る
お

母
さ
ん
も
楽
に
な
る
は
ず
。
虐
待

な
ど
痛
ま
し
い
事
件
も
減
る
か
も

し
れ
な
い
。
お
金
の
支
援
も
大
事

だ
が
、
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
る

こ
と
こ
そ
最
高
の
人
口
対
策
。
頑

張
れ
！
子
育
て
世
代
！

(佐
)

◎
亀
戸
地
区

日

時

月

日
㈭

10

23

午
前
の
部

：

～

：

10

00

12

00

午
後
の
部

：

～

：

13

30

15

30

会

場

カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ

錯錯錯

索
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯

第

回
社
会
貢
献
活
動

ま
ち
を
き
れ
い
に

34
日

時

月

日
㈯

10

18

�

：

～

：

30

11

30

集

合

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

清
掃
場
所

都
営
新
宿
線
西
大
島
駅
を
中
心
に
新

大
橋
通
り
、
明
治
通
り
一
帯
清
掃

そ
の
他

参
加
賞
を
贈
呈

錯錯錯

索
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯

史
跡
め
ぐ
り
とウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

テ
ー
マ

寅
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク

日

時

月

日
㈰

11

16
：

～

：

10

00

13

00

集

合

Ｊ
Ｒ
金
町
駅
前
団
地
広
場

内

容

集
合
場
所
で
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
公
認
指
導
員
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
基
礎
知
識
を
学
習
後
、
次
の
コ

ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
金
町
︵
ス

タ
ー
ト
)

↓
水
元
公
園
↓
江
戸
川
河

川
敷
↓
矢
切
の
渡
し
↓
寅
さ
ん
記
念

館
↓
帝
釈
天
︵
ゴ
ー
ル
︶

そ
の
他

﹁
完
歩
証
﹂
を
授
与

対

象
：
会
員
及
び
一
般

参
加
費
：
無
料

お
問
い
合
わ
せ
：
�




�

�

�

�



�

−

︵
事
務
局
)

錯錯

索
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯

健
康
講
演
会

日

時

月
�

日
㈭

10
：

～

：

16

00

17

30

会

場

法
人
会
館

演

題

緑
茶
と
が
ん
予
防

～
が
ん
予
防
作
用
を
中
心
に
～

講

師

浜
松
大
学

健
康
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学

部

健
康
栄
養
学
科
長
・
教
授
・
農
学

博
士

小
國
伊
太
郎

氏

錯錯

索
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯
錯

地
区
別
税
法
説
明
会

内

容

平
成

年
度
税
制
改
正

26
︵
各
地
区
共
通
︶

◎
砂
町
地
区

日

時

月

日
㈮

10

17
：

～

：

14

00

16

00

会

場

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◎
大
島
地
区

日

時

月

日
㈫

10

21
：

～

：

14

00

16

00

会

場

江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
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氏 名

鶴
つる

本
もと

敏
とし

一
かず

留任鶴
つる

本
もと

敏
とし

一
かず

旧

総務課

新

調査四部・調査45部門

職 名

矢
や

澤
ざわ

永
はるか

茂原署・管理運営�部門津
つ

田
だ

吉
よし

康
やす

法 人 ・ 審 理 官

江東東税務署新旧幹部職員及び担当職員名 （平成26年�月10日現在)

留任潮
しお

見
み

宏
ひろ

文
ふみ

留任潮
しお

見
み

宏
ひろ

文
ふみ

副 署 長

退職野
の

田
だ

俊
とし

樹
き

関東信越局・沼田署・署長川
かわ

瀬
せ

宏
ひろし

留任

署 長

異 動 先氏 名異 動 元

矢
や

野
の

京
きょう

子
こ

課税一部・個人課税課・課長補佐大
おお

澤
さわ

由
ゆ

美
み

子
こ

総 務 課 長

総務課長補佐

東京上野署・総務課長

緑
みどり

川
かわ

美
み

千
ち

代
よ

麻布署・法人�統括官會
あい

田
た

美
み

千
ち

子
こ

第�部門統括官
法
人
課
税

雨
あめ

宮
みや

功
いさお

第�部門統括官

留任井
い

瀬
せ

幸
ゆき

夫
お

留任井
い

瀬
せ

幸
ゆき

夫
お

第�部門統括官

留任齋
さい

藤
とう

英
ひで

男
お

留任齋
さい

藤
とう

英
ひで

男
お

第�部門統括官

浅草署・総務課長

法 人 ・ 審 理 上 席

国税庁・長官官房・総務課川
かわ

畑
ばた

耕
こう

司
じ

査察部・査察総括二課

留任内
うち

田
だ

三
み

代
よ

子
こ

留任内
うち

田
だ

三
み

代
よ

子
こ

催
し
物
の
ご
案
内

一
般
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
！
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

富
士
浅
間
神
社

亀
戸
九
丁
目

■
富
士
浅
間
神
社

亀
戸
五
ノ
橋
か
ら
旧
千
葉
街
道

を
東
進
し
、
広
重
の
錦
絵
の
あ
る

俗
に
い
う
﹁
逆
井
の
渡
し
﹂
逆
井

橋
を
手
前
に
左
折
し
た
一
劃
に
浅

間
神
社
が
あ
る
。

当
社
の
祭
神
は
木
能
花
咲
耶
姫

命
で
あ
り
例
祭
は
�

月
�

日
、
創

立
は
大
永
�

年
︵
�

�

�

�

年
︶

と
つ
た
え
て
い
る
。

社
殿
は
岩
石
で
た
か
く
つ
み
あ

げ
ら
れ
た
富
士
山
形
に
た
て
ら
れ
、

周
囲
の
斜
面
に
は
富
士
講
中
か
ら

奉
納
さ
れ
た
石
碑
や
石
刻
物
が
多

く
、
江
戸
時
代
の
富
士
信
仰
の
さ

か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

今
の
社
殿
は
明
治

年
に
修
造

33

さ
れ
た
ま
ま
、
た
び
た
び
の
災
害

を
ま
ぬ
か
れ
て
遣
っ
て
い
る
。

社
殿
前
の
両
側
に
は
当
地
、
名

鋳
物
師
釜
七
製
の
天
水
湧
が
あ
る
。

当
社
は
伝
説
か
ら
は
弟
橘
姫
を

祭
神
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
江
戸

時
代
の
富
士
信
仰
の
流
行
に
よ
り

富
士
浅
間
神
社
と
な
り
前
述
の
祭

神
に
か
わ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
こ
の
あ
た
り
笄

洲
ま
た
は
高
貝
洲
と
い
っ
た
。

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
悲
し
い

殉
愛
の
話
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

■
日
本
武
尊
の
東
征
と
弟
橘
姫

大
和
朝
廷
の
東
国
経
営
の
物
語

と
し
て
日
本
書
紀
や
古
事
記
に
景

行
天
皇
の
皇
子
日
本
武
尊
︵
倭
建

の
命
︶
の
東
征
と
い
う
逸
話
が
あ

る
。東

国
の
経
路
に
は
朝
廷
の
重
臣

や
皇
族
が
、
こ
の
地
方
に
む
け
ら

れ
た
こ
と
は
事
業
の
重
要
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。

日
本
武
尊
が
相
模
︵
今
の
横
須

賀
市
浦
賀
水
道
︶
か
ら
海
上
を
船

で
上
総
に
渡
ろ
う
と
し
た
と
き
、

海
上
に
暴
風
が
お
き
、
船
は
ま
さ

に
く
つ
が
え
ろ
う
と
し
た
。

﹁
其
の
渡
り
神
、
浪
を
興
し
船

を
廻
し
、
得
進
み
渡
ら
ず
﹂
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
と
き
渡
り
神
の
荒
れ
る
心

を
な
だ
め
る
べ
く
同
行
の
愛
妃
、

弟
橘
姫
は
海
上
に
敷
物
を
幾
重
に

も
重
ね
、
そ
の
上
に
身
を
投
げ
海

神
の
生
き
贄
と
な
り
海
難
を
救
い

尊
の
一
行
は
無
事
目
的
地
に
着
く

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
弟
橘
姫
を
の
ち
の
世
の
人

が
追
慕
し
て
姫
の
遺
物
が
漂
着
し

た
伝
説
の
地
に
、
神
社
を
建
て
姫

を
祭
っ
た
の
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

そ
の
例
を
い
う
と
﹁
七
日
の
後
、

そ
の

后
き
さ
き

の
御
櫛
海
辺
に
依
り
き
﹂

と
い
っ
て
笄
の
流
れ
つ
い
た
土
地

を
﹁
こ
う
が
い
の
す
﹂
と
よ
び
、

こ
の
浅
間
神
社
の
土
地
で
あ
る
と

伝
え
て
い
る
。

姫
の
裳
︵
腰
に
つ
け
る
衣
︶
の

漂
着
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
墨
田

区
吾
嬬
町
の
吾
嬬
神
社
が
あ
り
、

姫
の
遺
体
が
流
れ
つ
い
た
土
地
と

し
て
千
葉
県
木
更
津
の
吾
妻
神
社

ま
た
櫛
の
流
れ
つ
い
た
土
地
が
相

州
梅
沢
の
吾
妻
明
神
で
あ
る
と
江

戸
名
所
図
絵
に
で
て
い
る
。

賞
与
に
関
す
る
源
泉
徴
収
を
学
習

源
泉
部
会

�
月
研
修
会
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研
修
会
で
は
、
賞
与
に
対
す
る

源
泉
徴
収
額
の
算
出
方
法
と
、
年

の
中
途
で
非
居
住
者
と
な
っ
た
者

が
後
発
的
事
由
に
よ
り
帰
国
し
居

住
者
と
な
っ
た
場
合
の
年
末
調
整
、

給
与
の
計
算
期
間
の
中
途
で
非
居

住
者
と
な
っ
た
者
に
支
給
す
る
超

過
勤
務
手
当
、
契
約
期
間
が
�

ヶ

月
以
内
の
者
に
支
払
わ
れ
る
給
与

等
で
日
額
表
の
丙
欄
の
適
用
の
計

算
方
法
な
ど
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
説
明
さ
れ
た
。

賞
与
に
対
す
る
源
泉
徴
収
税
額

の
算
出
方
法
で
は
、
前
月
中
に
普

通
給
与
が
あ
り
﹁
扶
養
控
除
等
申

告
書
﹂
を
提
出
し
て
い
る
場
合
と
、

提
出
し
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
前

月
中
の
普
通
給
与
の

倍
を
越
え

10

る
賞
与
で
﹁
扶
養
控
除
等
申
告
書
﹂

を
提
出
し
て
い
る
場
合
と
、
提
出

し
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
例
を
挙
げ
て
算
出
率
表
や
月
額

表
の
見
方
、
計
算
方
法
、
そ
の
際

の
注
意
点
を
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
た
。

源
泉
部
会
で
は
、
本
年
度
か
ら

同
部
会
に
所
属
す
る
企
業
の
総
務
、

経
理
等
の
業
務
を
担
当
す
る
社
員

の
方
な
ど
幅
広
く
参
加
し
て
も
ら

う
目
的
で
、
源
泉
所
得
税
の
基
礎

知
識
を
テ
ー
マ
で
研
修
を
行
っ
て

い
る
。

�

月

日
に
そ
の
テ
ー
マ
の
中

18

か
ら
﹃
賞
与
に
関
す
る
源
泉
徴
収
﹄

に
つ
い
て
、
江
東
東
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
上
席
国
税
調
査
官
、

松
尾
由
紀
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

法
人
会
館
で

名
が
参
加
し
て
研

22

修
会
が
行
わ
れ
た
。

現在の富士浅間神社

わがまち
城東
その12

連載

わかりやすく説明する松尾上席
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す
﹂
と
お
店
の
モ
ッ
ト
ー
を
語
っ

て
く
れ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
特
上
の
握
り
寿

司
と
チ
ラ
シ
寿
司
が
各
々
�

�

�

�

円
、
上
の
握
り
寿
司
と
チ
ラ
シ

寿
司
が
各
々
�

�

�

�

円
で
、
お

酒
は
生
ビ
ー
ル
が
�

�

�

円
︵
�

タ
ン
ブ
ラ
ー
︶
と
京
都
伏
見
か
ら

と
り
寄
せ
て
い
る
冷
酒
の
樽
酒
キ

ン
シ
正
宗
�

�

�

円
︵
一
合
︶
の

�

種
類
で
、
特
に
樽
酒
が
お
客
様

に
好
評
だ
。

﹁
私
ど
も
は
寿
司
屋
で
す
か
ら
、

お
客
様
に
美
味
し
い
寿
司
を
食
べ

て
い
た
だ
く
の
が
商
売
で
す
。
寿

司
以
外
に
あ
ま
り
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
せ
ん
よ
﹂
と
久
郷
さ
ん
は
お

寿
司
に
こ
だ
わ
っ
た
お
店
の
方
針

を
語
っ
て
く
れ
た
。

店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー

席
、
テ

10

連
の
お
客
様
に
な
ら
れ
、
お
知
り

合
い
の
社
長
さ
ん
ら
を
連
れ
だ
っ

て
よ
く
来
店
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
中
に
今
回
推
薦
い
た
だ
い
た

藤
井
支
部
長
も
お
ら
れ
、
藤
井
支

部
長
な
ど
も
お
知
り
合
い
の
方
を

連
れ
て
来
店
さ
れ
る
よ
う
に
、
お

店
は
ア
メ
ー
バ
ー
式
に
徐
々
に
お

客
様
が
増
え
て
い
っ
た
。

藤
井
支
部
長
は
﹁
助
六
さ
ん
は
、

ネ
タ
の
新
鮮
さ
と
豊
富
さ
、
ご
主

人
夫
婦
を
は
じ
め
従
業
員
の
皆
さ

ん
の
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
で
、

ど
な
た
を
連
れ
て
行
っ
て
も
間
違

い
が
な
い
お
店
で
す
﹂
と
太
鼓
判

を
押
す
。

ご
主
人
の
久
郷
さ
ん
は
﹁
お
客

様
は
お
金
を
払
っ
て
お
寿
司
を
食

べ
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
お
客
様
が
満
足
し
て
帰
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま

連 載お
店
は
、
亀
戸
の
京
葉
道
路
と

明
治
通
り
の
交
差
点
を
明
治
通
り

大
島
方
面
に
向
か
い
、
最
初
の
信

号
の
手
前
を
左
折
し
、
四
つ
目
の

角
を
左
折
す
る
と
す
ぐ
に
マ
ン
シ

ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
�

階
に
助
六

が
あ
る
。

こ
の
お
店
の
ご
主
人
は
、
久く

郷ご
う

力
雄
さ
ん
︵
栃
木
県
烏
山
出
身
︶。

も
と
も
と
は
、
京
橋
の
有
名
な
お

寿
司
屋
さ
ん
で
修
行
さ
れ
た
寿
司

職
人
さ
ん
だ
。

昭
和

年
�

月
に
開
業
予
算
に

53

合
わ
せ
て
、
亀
戸
六
丁
目
に
奥
様

と
二
人
で
開
業
さ
れ
た
。

開
業
当
時
の
お
話
し
を
奥
様
に

伺
う
と
﹁
知
ら
な
い
土
地
で
果
た

し
て
商
売
が
う
ま
く
い
く
の
か
な

と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
開
業
�

日
目
ま
で
半
額
セ
ー

ル
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
お
客

様
が
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

あ
と
は
全
然
ダ
メ
で
し
た
﹂
と
苦

笑
し
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
る
。

そ
ん
な
折
、
来
店
さ
れ
た
あ
る

会
社
の
社
長
さ
ん
が
、
ご
主
人
が

修
業
さ
れ
て
い
た
京
橋
の
お
寿
司

屋
さ
ん
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
が
常

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

③

す
し
や
の

助
六

藤
井
亀
戸
西
六
支
部
長
ご
推
薦

特上握り寿司

住
所
：

江
東
区
亀
戸
�

-

-



22

電
話
：

�

�

�




-
�

�

�

�

交
通
：

Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
徒
歩
�

分

連
載
�

回
目
と
な
る
今
回
は
、

藤
井
敬
男
亀
戸
西
六
支
部
長
が
推

薦
す
る
﹁
す
し
や
の

助
六
﹂
さ
ん

に
お
邪
魔
し
た
。

玄関

久郷さんご夫婦

清潔感漂う店内

藤井支部長

ー
ブ
ル
︵
堀
こ
た
つ
式
︶
席
�

テ

ー
ブ
ル
で

席
、
営
業
時
間
は
昼

12

の
部
が
午
前

時

分
～
午
後
�

11

30

時
。
夜
の
部
は
午
後
�

時
～
同
�

時

分
。
日
祝
祭
日
は
休
業
。
予

30
約
は



�

�

�

円
︵
飲
物
別
︶
か

ら
受
付
け
て
く
れ
る
。
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国税の申告と納税はe-Taxで

川瀬
か わ せ

署長さん こんにちは

今
年
も
税
務
署
の
定
期
異
動
が

あ
り
、
署
長
に
川
瀬
宏
氏
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
広
報
委
員
会
で
は
、
川

瀬
署
長
に
恒
例
の
誌
上
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
試
み
ま
し
た
。

Ｑ

川
瀬
署
長
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
割

い
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
本
題
に
入

り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご
出
身

地
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

署
長

福
井
県
の
大
野
市
で
、
水

が
き
れ
い
で
、
緑
の
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
旅
行
雑
誌
で
﹁
北
陸
の
小

京
都
﹂
と
紹
介
さ
れ
た
ほ
ど
、
道

路
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
朝
市
も
開
か
れ
、
寺
町

と
い
う
町
名
の
所
に
は
、
お
寺
が

集
ま
っ
て
い
る
一
角
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
野
市
に
は
亀
山
と
い

う
小
高
い
山
が
あ
り
、
そ
こ
に
、

越
前
大
野
城
と
よ
ば
れ
る
お
城
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ

税
務
の
職
場
に
入
ら
れ
た
き

っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

署
長

大
学
進
学
を
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
先
に
受
け
た
公
務
員
試

験
が
受
か
り
、
親
の
勧
め
も
あ
り

税
務
署
に
入
り
ま
し
た
。

Ｑ

今
ま
で
の
略
歴
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

署
長

昭
和

年
�

月
に
東
京
研

48

修
所
に
入
り
、
い
く
つ
か
の
税
務

署
を
経
験
し
、
東
京
国
税
局
の
査

察
部
、
資
料
調
査
課
、
総
務
課
長

を
�

年
、
北
沢
税
務
署
で
副
署
長

を
経
験
し
、
平
成

年
に
は
大
阪

21

国
税
局
主
任
監
察
官
、
平
成

年
23

東
京
国
税
局
調
査
部
統
括
官
、
平

成

年
関
東
信
越
国
税
局
沼
田
税

25
務
署
長
を
経
て
、
今
回
の
定
期
異

動
で
江
東
東
税
務
署
に
ま
い
り
ま

し
た
。

Ｑ

年
を
超
え
る
税
務
経
験
の

40

中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

署
長

バ
ブ
ル
景
気
の
頃
、
東
京

国
税
局
査
察
部
で
勤
務
し
、
夜
遅

く
な
り
自
宅
に
帰
れ
ず
宿
泊
し
た

り
、
始
発
電
車
で
出
勤
、
最
終
電

車
で
帰
宅
、
そ
ん
な
日
々
が
思
い

出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
よ
く

体
が
も
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

続
き
ま
し
て
趣
味
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

署
長

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
、
単
身
赴
任
を
す
る
前
は
、
近

所
の
お
じ
さ
ん
達
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に

好
き
な
球
団
は
巨
人
で
す
。

ゴ
ル
フ
︵
ス
コ
ア
は
よ
く
な
い

で
す
が
︶
も
や
り
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
も
や
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
一
人

カ
ラ
オ
ケ
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

広
く
浅
く
何
に
で
も
首
を
突
っ

込
む
性
格
で
す
。

Ｑ

最
近
読
ま
れ
た
本
や
好
き
な

本
は
お
あ
り
で
す
か
。

最
近
読
ん
だ
の
は
今
野
敏
の

﹁
隠
蔽
捜
査
﹂
で
す
。
基
本
的
に
は
、

推
理
小
説
や
ミ
ス
テ
リ
ー
、
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

が
好
き
で
す
。

Ｑ

健
康
面
で
普
段
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

署
長

朝
の
食
事
に
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
食
べ
、
青
汁
を
飲
ん
で
い
ま

す
。
手
近
な
と
こ
ろ
で
、
歩
く
こ

と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ

座
右
の
銘
や
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

署
長

﹁
一
生
懸
命
﹂
常
に
何
事

に
も
命
懸
け
︵
そ
こ
ま
で
オ
ー
バ

ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︶
で
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
、
法
人
会
活
動
に
つ

い
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

署
長

ま
ず
、
町
を
き
れ
い
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
永
年
、
地
道
に
社
会

貢
献
さ
れ
て
い
る
法
人
会
員
の
皆

様
方
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
租
税
教
育
に
関
し
て

は
国
税
庁
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

青
年
部
会
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

租
税
教
室
の
開
催
を
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
非
常
に
心
強
く
思

い
ま
す
。

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
で
す
が
、

小
学
生
の
頃
か
ら
税
に
関
心
を
持

た
せ
、
納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

可
能
な
限
り
ご
協
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
会

以
上
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
わ
り
ま
す
。

川
瀬
署
長
さ
ん
、
本
日
は
お
忙

し
い
中
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

川 瀬 署 長

誌上インタビュー
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

飾
、
江
戸
川
北
、
江
戸
川
南
、
江

東
西
、
江
東
東
の

単
位
会
で
構

11

成
さ
れ
て
い
る
。
�

年
間
の
任
期

交
代
制
で
担
当
会
が
選
出
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
選
任
さ

税
の
公
平
っ
て
？

江
東
区
立
第
三
亀
戸
中
学
校
に
て
租
税
教
室

青
年
部
会

今
回
は
税
金
を
�
公
平
に
�
集

め
る
ゲ
ー
ム
だ
。
�

ク
ラ
ス
を
ひ

と
つ
の
�
国
�
と
し
て
、
�

�

�

万
円
の
税
金
を
集
め
公
共
施
設
を

作
る
と
仮
定
す
る
。
ク
ラ
ス
を
�

班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

万
円
、

50

�

�

�

万
円
、
�

�

�

万
円
の
収

入
が
あ
る
と
し
て
、
税
収
�

�

�

万
円
を
﹁
公
平
に
﹂
集
め
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
生
徒
た
ち

が
話
し
合
い
、
案
を
出
し
合
っ
て

最
終
的
に
一
つ
の
方
針
に
ま
と
め

る
の
だ
。

﹁
�

�

�

万
円
の
班
が
全
部
出

す
べ
き
﹂
﹁

万
円
の
班
は
免
除
、

50

�

�

�

万
円
の
班
は

万
円
、
�

50

�

�

万
円
の
班
は
�

�

�

万
円
納

め
る
﹂
案
な
ど
、﹁
公
平
﹂
に
も
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
生
徒
た

ち
は
体
験
す
る
。

案
は
ほ
ぼ
�

つ
に
集
約
さ
れ
た
。

①
収
入
の
多
い
班
が
全
額
負
担
②

同
率
で
集
め
る
③
累
進
で
集
め
る

最
終
的
に
そ
の
ク
ラ
ス
は
ど
の

案
に
決
め
る
の
か
。
実
は
今
回
の

租
税
教
室
で
は
﹁
公
平
﹂
以
外
に
も

う
ひ
と
つ
の
重
要
な
体
験
が
で
き

る
。
そ
れ
は
民
主
主
義
だ
。
誰
か

が
ど
こ
か
で
国
の
方
針
を
決
め
る

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
で
決
め
る
。
主
役
は
国

民
一
人
ひ
と
り
、
と
い
う
体
験
だ
。

班
長
の
中
か
ら
総
理
大
臣
を
立

候
補
制
で
決
め
る
。
総
理
大
臣
は
、

私
の
受
け
持
ち
ク
ラ
ス
は
全
員
投

票
、
つ
ま
り
国
民
投
票
に
よ
る
決

定
を
選
び
、
結
果
、
③
累
進
で
集

め
る
方
式
が
そ
の
�
国
�
の
税
制

と
な
っ
た
。

歳
入
の
不
足
分
を
赤
字
国
債
で

ま
か
な
っ
て
い
る
わ
が
国
の
現
状

を
中
学
生
た
ち
も
学
ん
で
い
る
。

だ
か
ら
増
税
し
か
道
は
な
い
の

か
？こ

の
国
の
形
は
、
将
来
は
自
ら

平
成

年
�

月

日
︵
火
︶
に

26

10

第

回
東
京
法
人
会
連
合
会
青
年

24
部
会
連
絡
協
議
会
第
�

ブ
ロ
ッ
ク

総
会
が
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。

平
成

年
度
は
我
が
江
東
東
が

25

担
当
会
で
あ
り
、
佐
野
部
会
長
が

ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
議
長
の
大
役

を
務
め
、
活
動
報
告
・
決
算
報
告
、

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
が
上

程
さ
れ
全
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
�

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
東
法
連
青

年
部
会
の
中
で
王
子
、
荒
川
、
足

立
、
西
新
井
、
本
所
、
向
島
、
葛

れ
る
。
担
当
会
の
主
な
役
務
と
し

て
、
年
�

回
開
催
さ
れ
る
役
員
会

の
取
り
纏
め
、
各
行
事
及
び
研
修

会
へ
の
参
加
活
動
、
特
に
新
年
賀

詞
交
歓
会
と
総
会
は
担
当
会
が
全

て
の
企
画
運
営
を
取
り
仕
切
る
。

﹁
参
加
者
の
心
に
残
る
斬
新
で

普
段
体
験
出
来
な
い
企
画
に
し
よ

う
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新
年
賀
詞

交
歓
会
で
は
女
子
プ
ロ
レ
ス
団
体

﹁
ス
タ
ー
ダ
ム
﹂
を
ア
ン
フ
ェ
リ

シ
オ
ン
に
招
い
て
、
プ
ロ
レ
ス
体

験
と
目
の
前
で
実
際
の
試
合
鑑
賞

を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
異
様
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

本
総
会
講
演
会
に
は
講
師
に
元

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

川
崎
タ
ツ
キ
氏

を
招
き
、
薬
物
依
存
か
ら
立
ち
直

り
ど
ん
底
か
ら
這
い
上
が
っ
た
自

身
の
人
生
経
験
や
薬
物
問
題
の
講

演
を
頂
き
、
薬
物
経
験
者
本
人
の

語
り
に
参
加
者
全
員
が
聴
き
入
っ

た
。就

任
時
﹁
江
東
東
青
年
部
は
一

味
違
う
﹂
と
語
っ
た
佐
野
部
会
長

が
総
会
終
了
後
、
﹁
江
東
東
事
務

局
含
め
、
協
力
し
て
く
れ
た
部
会

員
の
皆
様
の
お
陰
で
、
大
役
を
全

う
出
来
ま
し
た
。
﹂
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

青
年
部
会
第
�

ブ
ロ
ッ
ク
総
会

を
終
え
て

佐
野
青
年
部
会
長
�

年
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
全
う

決
め
る
、
と
い
う
気
概
を
も
っ
て

ほ
し
い
。
そ
ん
な
念
い
を
込
め
た

租
税
教
室
と
な
っ
た
。

(佐
)

税の集め方ゲームの趣旨

を説明する青年部会員

税
に
お
け
る
公
平
と
は
何
か
。

中
学
生
�

年
生
た
ち
に
、
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
自
ら
答
え
を
導
き
だ
す

体
験
型
の
租
税
教
室
を
、
税
理
士

会
と
の
共
催
で
行
っ
た
。

わ
が
会
の
租
税
教
室
は
一
方
的

な
講
義
形
式
よ
り
も
、
生
徒
た
ち

に
自
ら
考
え
、
発
言
し
て
も
ら
う

こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
。

生徒たちの議論に

アドバイスをする青年部会員
当会青年部会員が総出で受付


